
 

まつざき真琴県議は、１６日、祝迫光治鹿児島

２区国政対策委員長とともに、県知事に対して、

申し入れを行いました。（裏面に申し入れ文書） 

 

●民間空港への米軍機の着陸の経緯が不明 
 ６月１０日、奄美空港に米軍機オスプレイが事

前通告なしに緊急着陸しました。オスプレイの民

間空港への着陸は、九州では初めてのことです。 

 また、１４日には、米軍空中給油機ＫＣ－１３

０が、天候不良という理由で、事前に着陸の要請

をした後、鹿児島空港に着陸しました。 

６月県議会が始まりました 

 まつざき県議は、今回は一般質問ができません。

所属している文教警察委員会で、質問を行います。 

☆６月３０日（金）…県警察本部 

☆７月 ３日（月）…県教育委員会 

ぜひ傍聴にお越しください。 

 そもそも、オスプレイは「未亡人製造機」とも呼ばれ、安全性に大きな欠陥を持っています。事前に

「通告」する暇（いとま）もないほどの「緊急」であったのなら、本当に安全性が心配です。それほど

の「緊急」性がないにもかかわらず、通告なしで着陸したのなら、これも大問題です。鹿児島県は、「何

の連絡もなく米軍機が着陸すると重大事故につながる可能性がある」として、緊急時でも直前の連絡を

徹底するよう、九州防衛局を通じて米軍に口頭で要請しています。 

 空中給油機の鹿児島空港への着陸については、すぐ近くに鹿屋海上自衛隊の航空基地があるにもかか

わらず、なぜ民間の鹿児島空港に着陸したのか疑問です。当時の天候は、両空港はほとんど差異はなく、

条件は同じであったはずです。米軍機による民間空港利用の実績づくりにしか思えません。 

 

●県内各地で目撃される米軍機の低空飛行 
 奄美をはじめ鹿児島県土の上空では、オスプレイを含めた米軍機の低空飛行が各地で目撃されていま

すが、その実態は米軍も防衛省も明らかにしません。 

 知事においては、県民の安心・安全なくらしを守る立場で、国に対しても、米軍に対しても、しっか

りモノを言ってほしいと要請しました。 


